
ＪＲ東海労ニュース
ＭＶ22オスプレイ配備反対！
日本の軍事大国化を許さず、憲法９条を守ろう！
７月８日、クリントン米国務大臣は玄葉外相と会談し、安全性への疑念が日本側に

広がるＭＶ22オスプレイ（米垂直離着輸送機）の米軍普天間飛行機場配備計画を予定

通り進めることを明らかにしました。すでに７月３日には、ＭＶ22オスプレイが積載

された輸送船が米本土を出港しており、米軍岩国基地に７月24日、陸揚げされること

が明らかにされています。

このような動きに対して、陸揚げされる岩国と配備される米軍普天間飛行機場の地

元宜野湾市では自治体が反対を表明し、市民・労働組合を中心にオスプレイ配備反対

の集会が開催され、配備反対の声が大きく巻き起こっています。マスコミによれば、

ＭＶ22オスプレイは「ウィドウ・メーカー（未亡人製造機）」と呼ばれ、91年～07年

に５件の大事故があり、うち３件で計30人が死亡したといわれ、米国防省アドバイザ

ーは「能力の欠如」を明らかにしています（サンデー毎日７／22号）。

ところで何故、オスプレイの米軍普天間飛行機場配備なのでしょうか？今年、日米

両政府は、「日米同盟の抑止力を強

化する」ことを明らかにしました

（４・27日米安全保障協議委員会

「共同発表」）。アジア・太平洋全

域にわたる広大な地域を在沖米軍基

地をはじめとする日本全土の米軍・

自衛隊基地を、対中国最前線の最大

最重要の基地として強化し、日本の

自衛隊を米軍と一体で軍事行動を展

開させる狙いがあるといえます。Ｍ

Ｖ22オスプレイの

米軍普天間飛行機

場配備を通じた、

日本の軍事大国化

に反対しましょ

う！
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